
再提案書（概要版）

けいはんなサスティナブルスーパーシティ
～社会課題解決への挑戦が都市の持続力につながる世界トップの安寧な都市経営エコシステム～



スーパーシティ構想で目指したい社会像

○都市経営エコシステムについて
• けいはんな学研都市では、技術と文化、住民交流による開発を建設方針としており、これまで住民参加型の研究開発を進めてきたところであり、平成３
０年から産学官NPO等で構成される「京都ビッグデータ活用PF（120企業・団体）」で多種多様なデータを使って社会課題の解決や新規ビジネスの
創出を行っている。けいはんな学研都市では、このような土台が既に出来ており、この延長線上にあるものがスーパーシティそのものであると考えている。

• 先端技術を活用したサービスの提供により、住民一人ひとりが身体的・精神的・社会的に健康になると、都市が活性化して、そこに人や企業が集まり、さ
らに生み出されるサービスを住民が享受することで、より一層住民が元気になるというような好循環のサイクルを生み出し、世界トップの安寧な都市経営の
エコシステムを構築を目指す。

• 提案の中心となるスマートライフは、日本全体が抱える課題への挑戦であるが、スマートライフの実現プロセスにおいて、抽出される数々の社会課題を、こ
れまで蓄積されてきた、けいはんな学研都市の知の集積や国内外433機関とのグローバル連携・協力により解決実証を行い、持続可能な課題解決サイ
クルを確立。これにより日本で解決できないものは海外研究機関との連携など、グローバル連携により課題の解決を加速させる。

• また、中長期的な視点から、例えば都市内におけるスマートライフサービスをそこに住む住民が自ら開発していけるような将来を担う人材を育成し、持続可
能な都市発展の基礎を形成する。

• これらのけいはんな学研都市独自のリソースをエコシステムとして好循環させ、常に新しい技術導入とその技術開発を住民共創を基軸に、社会課題解決
型のけいはんなサスティナブルスーパーシティを実現する。



データ収集
1.本人同意のもと健康・生活、医療データの収集

サービス
３.安心・安全・健康増進サービスの提供

住民が安心して持続可能な
スマートライフを楽しむ社会の実現

健康・医療情報基盤の機能が高度化により、サービスの質が向上
今まで出来なかったサービス（最適医療の提供や新たな医療
機器・医薬品の提供）が提供できる

健康施策の充実 新産業の創出

健康・医療情報基盤
２.住民サービスのための最重要エンジン

「データ収集」「健康・医療情報基盤」「サービス」のサイクルで構成する健康長寿エコシステム
により地域住民が安心して持続可能なスマートライフを楽しむ社会の実現を目指す。

地域振興先端医療先行体験

健康長寿エコシステムによるスマートライフ社会の実現

住民がサービスを受けることで、データの収集
に関する住民の理解が深化し、より多くのデータ
を集めることができるようになる

集まった多くのデータを使って解析すること
が出来るようになるため健康・医療情報基盤
の機能が向上する



・京都府はこれまで国家戦略特区（H26.5指定）や国際戦略総合特区（H23.12指定）を活用して、iPS細胞

から製造する試験用細胞等への血液使用の解禁など、健康・医療分野を中心とする規制改革に取り組んできた。

・また、規制改革だけでは研究開発は進まないという体験から、

地域住民で構成する「Clubけいはんな」を組織（H28.11）

し、地域住民の理解と協力のもと、研究開発の実証実験を

進め、現在は約2,700名の参加登録を得て、例えば、乳幼

児の睡眠と生活リズム解析による発達障害のリスク推定・予

防システムの開発や、健康意識に関する調査、高品質野菜の

開発、自動運転バスの公道実証などの実証実験を行っている。

・以上のような背景を踏まえ、今後、我々がけいはんな学研都市でスーパーシティ構想の推進に取り組むために、また、

その手段である一つひとつの規制改革を実現するためには、地域住民に対し実施するサービスやこれに伴う課題等を

説明し、理解を得た上で参加いただかなければならないと考えている。

・我々がスーパーシティ構想で目指す社会像の実現に向けて、一つひとつのサービスを地域住民が体験する中で、一歩

ずつ地域住民の理解と安心を繋げていき、これまで築いてきた地域住民の皆様との信頼を深めながら、着実に一つ

ひとつの規制改革にチャレンジし、未来社会の実現を目指したいと考えている。

・なお、個人情報の取扱いについては、個人情報保護法令等に基づいて適切に対応していく。

住民が実証実験をサポート 2,700名登録

スーパーシティ構想への取組にあたって


